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毎月 3田1日・10日.20日発行定価1部 5円

松
本
市
長
を
公
式
訪
問

(市長と観談するポルトガル駐a大使(右から三人目)

0
・
:
ポ
ル
ト
ガ
ル
駐
日
大
使
ア
ル
マ
ン
ド
・
マ
ル
チ

ン
ス
氏
、
日
本
万
博
政
府
代
表
代
理
ル
イ
・
デ
・
ブ
リ

ツ
ト
氏
、
ま
た
大
使
の
姪
に
あ
た
る
ア
ル
マ
ン
ド
嬢
の

一
行
三
人
が
去
る
九
日
、
松
本
大
村
市
長
や
県
関
係
者

の
出
迎
え
を
う
け
、
微
笑
を
浮
べ
な
が
ら
大
村
空
港
に

降
り
た
っ
た
。

0
・
:
こ
の
目
、
雲
一
つ
な
い
絶
好
の
春
日
和
。
恵
ま

れ
た
自
然
美
を
観
賞
三
素
晴
し
い
μ

と
賞
め
て
い
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
万
博
に
展
示
し
た
ポ
舘
の
資
料
を
県

に
寄
贈
す
る
た
め
本
県
入
り
し
た
の
が
目
的
で
す
が
、

四
百
年
昔
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
大
村
と
の
友
情
の
ク
サ
ピ

を
打
込
ま
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
大
村
純
忠
公
の
足
跡

を
偲
ぶ
機
会
を
つ
く
ら
れ
た
。

O
:外
国
大
使
の
公
式
訪
問
に
手
の
あ
い
た
職
員
の

出
迎
え
で
、
市
長
室
に
入
り
ポ
大
使
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
ら
れ
た
。

0
・
:
市
長
さ
ん
、
「
」
列
席
の
皆
様
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

大
使
が
、
親
し
く
大
村
を
訪
れ
て
、
昔
か
ら
続
い
た
大

村
と
の
友
情
を
温
め
る
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
だ
ろ
う

と
存
じ
ま
す
。
大
村
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
関
係
が
古
く
、

ま
た
深
い
こ
と
は
、
皆
様
こ
存
じ
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
が
大
村
純
忠
公
が
、
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
と
い
う

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
名
前
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
.
あ
ま
り

に
も
有
名
で
あ
り
ま
す
。

0
・
:
大
村
公
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
対
す
る
友
構
は
、
従

兄
弟
に
あ
た
る
ミ
ゲ
ル
・
千
々
石
清
左
衛
門
を
、
東
洋

が
西
欧
に
送
っ
た
最
初
の
使
節
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

に
送
っ
た
こ
と
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ヘ

0
・
:
そ
う
い
っ
た
深
い
友
情
を
背
景
に
、
改
め
て
ポ

ル
ト
ガ
ル
を
代
表
し
て
、
皆
様
に
ご
挨
拶
す
る
し
だ
い

で
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

。

(

メ

ッ

セ

ー

ジ

は

原

文

の

ま

ま

)



(2) 

グ
有
権
者
の
自
覚
と
意
思
で
d

ら

正明

しる

いく

おおむ市政だより
留酒画書'

地
方
選
挙
推
進
大
会
で
宣
言

万
場
一

致
で
採
た
く
し
ま
し
た
。

大

会

宣

言

日
明
る
く
正
し
い
一
票
を
い

統
一
地
方
選
挙
近
づ
く

三

月

四

日

、

市

民

会

館

で

一

般

い

郷

土

を

築

く

基

盤

に

な

る

も

の

有

権

者

や

関

係

者

が

多

数

集

ま

っ

と

確

信

す

る

。

て

、

こ

と

し

の

四

月

に

執

行

さ

れ

そ

の

た

め

に

は

、

候

補
者
は
も

る
統

一
地
方
選
挙
が
明
る
く
正

し

本

年
四
月
に
実
施
さ
れ
る
統
一
と
よ
り
そ
の
関
係
者
は
選
挙
法
規

く
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
大
村
市
明
地
方
選
挙
は
、
一
九
七

0
年
代
の

に
示
さ
れ
た
ル

l
ル
を
厳
格
に
守

る
く
正
し
い
統
一
地
方
選
挙
推
進
内
政
充
実
に
ふ
さ
わ
し
い
、
わ
た
る
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
有
権
者

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
く
し
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切

一
人

一
人
は
主
権
者
と
し
て
の
自

会
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
大
会
宣
言
を
な
機
会
で
あ
り
、
豊
か
で
住
み
よ
覚
を
高
め
、
明
る
く
正
し
い
選
挙

J
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J
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①
選
挙
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る

V
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動

向
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J
E器、
J
叫
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会
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け
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食
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提

t
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R
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ミ
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弘
治
X
K
W訟
持

法
以
お
お
げ
の
宗
公
一
似
てザ

議
員
さ
ん
た
ち
は
、
わ
た
く
し

た
ち
の
代
表
者
と
し
て
真
に
公

共
の
た
め
に
仇
い
て
も
ら
う
の

で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
に
金

や
時
間
を
む
だ
に
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
く
、
有
権
者
の
た
か
り

根
生
を
一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
障
申
一見
舞
の
酒
を
や
め
る
運

動選
挙
に
際
し
、
陣
中
見
舞
と
し

て
酒
を
贈
る
こ
と
は
、
選
挙
違

反
に
も
な
り
、
飲
み
食
い
の
も

と
に
な
る
酒
を
選
挙
か
ら
追
放

し
て
金
の
か
か
ら
な
い、

き
れ

い
な
選
挙
に
す
る
た
め
絶
対
に

昭和46年 3月20日
議選

こ
れ
か
ら
の
選
挙
が
、
明
る
く

正
し
く
行
な
わ
れ
、
真
に
豊
か
で

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
有
権
者

一
人

一
人
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
実
践
い
た
し
ま
し

ょ
λ
ノ。

一
、
自
主
投
票
を
行
な
う
運
動

投
票
は
無
記
名
で
秘
密
は
絶
対

に
守
ら
れ
ま
す
。
何
も
の
に
も

拘
束
さ
れ
な
い
で
、

自
主
的
判

断
で
投
票
さ
れ
る
こ
と
が
選
挙

r， 

の
生
命
で
志
り
ま
す
。

二
、
議
員
さ
ん
な
と
に
金
を
使
わ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
運
動

①
選
挙
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
花

輪
、
香
典
、
祝
儀
、
寄
附
金
等

会己

:
:
議
員
、
候
補
者
等
か
ら
、

も
ら
わ
な
い
.

::
:
:
議
員
、
候
補
者
等
に
要
求

し
な
い
。

:
選
挙
人
に
贈
ら
な
い
。

に
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
日
こ
こ
に
大
村
市
明
る
く
正

し
い
統
一
地
方
選
挙
推
進
大
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、

重
ね
て
今
回
の
統

一
地
方
選
挙
が

明
る
く
正
し
く
行
な
わ
れ
て
真
に

民
主
的
な
地
方
自
治
が
確
立
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
念
願
す
る
も
の

で
あ
る
。

右
宣
言
す
る
。

昭
和
四
十
六
年
三
月
四
日

大
村
市
明
る
く
正
し
い
統

一

地
方
選
挙
推
進
大
会

贈
ら
な
い
、
受
け
と
ら
な
い
よ

予つに
l
v
キ
ナ
し
ょ
》つ
。

四
、
一
票
を
投
じ
た
人
の
活
動
を

見
守
る
運
動

選
挙
は
投
票
で
終
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
選
ば
れ
た
人
を

ま
す
ま
す
立
派
に
す
る
た
め
に

も
、
選
ば
れ
た
人
の
選
挙
後
の

ふ
だ
ん
の
政
治
活
動
を
充
分
に

見
守
り
、
有
権
者
は
自
分
が
行

使
し
た
一
票
の
ゆ
く
え
を
見
つ

め
、
さ
ら
に
考
え
を
深
め
な
が

ら
つ
ぎ
の
選
挙
に
備
え
ま
し
ょ

》
円
ノ

選
ぶ
目
が

生
き
て
伸
び
ゆ
く

地
方
自
治

n 

有



昭和必年3月20日
瞳

i 
司、〆

/"  

研
修
、

話
合
い
の
場
に
活
用

市
民
の
身
近
な
集
合
の
場
所
で

あ
る
中
央
公
民
舘
は
、
最
近
急
速

に
利
用
者
が
増
え
、
話
合
い
や
研

修
場
と
し
て
の
実
績
を
あ
げ
て
い

ま
す
。年

間
を
通
じ
て
、
婦
人
会
関
係

や
青
年
団
、
文
化
団
体
な
ど
の
恒

例
の
利
用
が
主
な
も
の
で
す
が
、

特
に
、
こ
こ
二
、
三
年
前
か
ら
、

情
報
化
社
会
と
い
わ
れ
る
世
相
を

反
映
し
て
、
独
自
な
研
究
、
趣
味

グ
ル
ー
プ
が
目
ば
え
、

活
発
な
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
率
を
四
十
四
年
と
四
十
五

蕊器事豆沼撞鱈艶欝高麗縁語副首
りおおむ市政だより(3) 

年
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
四
十
四

年
は
五
八
五
回
の
利
用
で
一
二
、

六
七
八
名
と
な
っ
て
お
り
、
四
十

五
年
は
、
九
六
三
回
の
二
二
、

O

八
四
名
で
、
利
用
回
数
三
七
八
回

人
員
九
、
四

O
六
の
増
加
と

な

っ

「

I
I
」

松

山

郷

協

和

町

、

て
い
ま
す
。

a

一
富
ノ
原
の
海
岸
緩
や

h
り
.
、
司
'

よ
う
や
く
、
。
な
じ
み
や
す
く

F
て
空
地
な
ど
が
ゴ
ミ
の

利

用

し

や

す

い

ふ

民

舘

の

在

り

行

覚

捨

て

場

と

な

り

、

き

方
を
皆
さ
ん
が
知
っ
て
頂
い
た
の
寸
白
た
な
く
よ
ご
さ
れ
て

で

は

な

い

か

と

み

て

い

ま

す

。

ル

の

お

り

ま

す

。

冬
季
聞
は
暖
房
が
入
り
、
照
明

人

民

勝
手
に
ゴ
ミ
を
捨

は

も

ち

ろ

ん

、

お

茶

、

料

理

な

ど

同

市

て

な

い

よ

う

に

立

札

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

研

究

に

応

じ

た

場

所

の

設

備

も

充

イ

一

を

立

て

て

も

、

一

部

ご

ざ

い

ま

し

た

実

し

て

い

ま

す

。

「

l
し
の
心
な
い
人
に
無
視

O
大
村
経
営
者
研
究
会
、
大
村
青

今
後
も
さ
ら
に
私
た
ち
の
公
民

さ
れ
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
ま

年
会
議
所
、
じ
げ
も
ん
会
は
、
三

舘
と
し
て
、
大
い
に
活
用
さ
れ

る

す

。

者

合

同

で

会

員

の

厄

入
り
、
厄
晴

ょ
う
P
R
し
た
い
、
と
職
員
は
い
鶏
の
糞
、
空
缶
、
家
の
造
作
ょ
を
行
な
い
、
そ
の
記
念
と
し
て
金

っ

て

い

ま

す

.

り

出

る

壁

泥

、

工

場

か

ら

出

る

廃

一

封

を

O
乾
馬
場
郷
の
篠
原
ツ

集

昭

和
四
十
五
年
度
に

募
ぉ
ヲ
」
な
っ
た
M

青
年
の

を

船H
に
よ
る
海
外
視
察

国

貝

は

、

好
評
の
う
ち
に
終

面

り

ま

し

た

が

、

昭

和

田

察

十

六

年

度

も

、

つ

ぎ

の

視

要

領

で

、

一

般

団

員
を

の

募

っ
て
い
ま
す
。

訪
問
の
国
は
、
タ
イ

遣
船

'
;
:

J
，
，

派

の

、
L
L
式
オ

l
λ

ス
L

外
年

l
シ
ア
、
セ
イ
ロ
ン
、

海

青

ピ

ル

マ

で

、

視

察
期
間

は
、
昭
和
四
十
六
年
九
月
中
旬
よ

(中央公民舘)英会話グル一色プの集い

新
し
い
グ
ル
ー
プ
作
り
、
研
究

講
座
な
ど
に
つ
い
て
、
お
問
合
せ

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い。

り
十
一
月
中
旬
ま
で
と
な
「
て
お

り
、
本
県
関
係
は
三
名
で
す
。

対
象
者
は
、
日
本
人
で
二
十
才

か
ら
二
十
六
才
ま
で
の
英
会
話
の

で
き
る
人
で
、
青
少
年
団
体
に
所

属
し
て
い
る
人
と
な
っ
て
い
ま
す

た
だ
し
、
学
生
(
大
学
、

短
大

高
専
、
高
校
生
な
ど
)
は
除
か
れ

ま
す
。視

察
費
と
し
て
五
万
円
が
必
要

で
す
。
申
込
み
は
、
四
月
八
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
青
年
海
外
派
遣
団
員
も

Z 

品
な
ど
ゴ
ミ
の
山
で
す
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
、
こ
れ
か
ら

さ
き
ハ
エ
な
ど
の
衛
生
害
虫
の
発

生
源
と
な
る
ば
か
り
か
、
付
近
を

通
る
と
悪
臭
が
ひ
ど
く
地
区
住
民

の
方
か
ら
苦
情
が
出
て
お
り
ま
す

ゴ
ミ
の
処
理
で
因
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
、
衛
生
課
へ
必
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ゴ
ミ
を
不
法
に
捨
て
る

と
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
.

募
っ
て
い
ま
す
。

目
的
は
、
日
本
の
青
年
に
広
く

海
外
の
実
情
を
視
察
さ
せ
、
国
際

的
視
野
を
広
め
る
た
め
で
す
。

訪
問
の
国
は
、
ア
ラ
ブ
連
合
、
ガ

l
ナ
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル
ツ
エ
リ

ア
ほ
か
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
は
、
昭
和
四
十
六
年
九
月

上
旬
よ
り
十
月
下
旬
ま
で
で
、
本

県
か
ら
は
一
客
で
す
.

資
格
は
、
二
十
才
か
ら
二
十
六

才
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
青
少
年

団
体
で
活
動
し
て
い
る
者
で
、
英

ル
エ
さ
ん
は
、
身
障
者
福
祉
促
進

事
業
へ
協
力
さ
れ
、
そ
の
謝
金
を

O
玖
島
郷
の
井
関
伍
郎
さ
ん
は
亡

母
タ
カ
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
金
一

封
を
そ
れ
ぞ
れ
一
般
社
会
福
祉
事

業
費
へ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

O
池
田
九
区
の
高
橋
美
佐
子
さ
ん

は
、
亡
次
女
幾
久
美
さ
ん
の
忌
明

に
当
り
金
一
封
を
清
和
菌
へ
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

O
東
三
城
町
の
堀
池
良
昭
さ
ん
は

亡
子
剛
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
金
一

封
を
子
供
の
家
と
向
陽
寮
へ
ご
奇

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
話
の
で
き
る
人
、
た
だ
し
、
学

生
は
除
か
れ
ま
す
。

視
察
費
は
、
全
額
を
園
、
県
が

負
担
し
ま
す
.

申
込
は
、
四
月
五
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
.

い
ず
れ
も
く
わ
し
い
こ
と
は
、

市
社
会
教
育
課
へ
お
間
合
わ
せ
く

だ
さ
い
.

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員

を

募

集

し

て

い

ま

す

ム
資
格
は
小
学
四
年
お
よ
び
五
年

の
男
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ム
人
員
十
名

ム
希
望
者
は
市
社
会
教
育
課
ま
た

は
中
央
公
民
舘
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
.

ム
締
切
ゴ
一
月
三
十
一
日



昭和46年 3月20日 (4) 

運
転
者
講
習
会

を
開
き
ま
す

ら

市
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
運
転

者
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

おおむ

対
象
者
は
も
れ
な
く
受
講
し
て
く

だ
さ
い
.

i支部別|場 所 |実施月日 |時 間

訟原|松原小学校間/25C木)119:30-21: 00 
福重|郡中学校体育館 5C金)1 11 
- - -， ー
竹松|実天神社会館 1 27C土)1 11 

萱瀬|萱瀬保育所 1 29 C月)1 11 

鈴田|鈴田小体育館 130C火)1 1/ 

三 浦! 日泊公民館 1 31C水)1 11 

中央|大村市民会館 14/1 (木)1 11 

酉大村 11 2 (金)1 11 

市政だより

実施月日|実施 場所 |実施時間 |

4月 1日|萱瀬出張所 113:30""15:0oi 哩
4月 9日i竹松出張所 11 ~: 30""11: 0~ I 品
Z l ~500W  
扇面 三 浦 診 療 所 19:30-11: 0ol乳妊

~:~~=~ I v ~~' ~ ] 幼婦
盟主旦|鈴田出張所 I9: 30-11: 001児及

4月19日|松原出張所 I9: 30""11: 001検び

ノ気

交

通

制

限

県

道
嬉
野
大
村
綜

道
路
橋
梁
架
替
工
事
の
た
め
、
つ

ぎ
の
と
お
り
交
通
制
限
を
し
ま
す

区
間

大
村
市
五
の
郷
字
六
家
宗

?
一
郡
岳
橋
か
ら
同
郷
字
郡
岳

芳
三
郡
岳
橋
ま
で
の
間

禁
止
及
び
制
限

全
車
種
交
通
止

期
間
三
月
二
十
九
日
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で
(
毎
日
午
前
八

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
間
)

四
月
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

①
一
日
か
ら
七
日
ま
で

①
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
ま
で

近
く
任
期
満
了
に
な
る
長
崎
県

議
会
議
員
お
よ
び
大
村
市
議
会
議

員
の
選
挙
が
、
つ
ぎ
の
日
程
で
行

な
わ
れ
ま
す
.
な
お
、
こ

の
選
挙

は
全
国
的
に
選
挙
期
日
を
法
律
で

定
め
た
い
わ
ゆ
る
統

一
地
方
選
挙

で
す
。

県
議
会
議
員
一
一
般
選
挙

告
示
日

3
月
別
日

投
票
日

4
月
日
日

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
日

4
月
四
白

河
可
投
票
日
副
月
白
日

市では不用になった生徒用木製机など一般競争入札により公売 入札物件と日時・場所

¥IWr.lfl-1 ~J..ã ...a IllI.4.m.l ~"..e， I llZすマ|物件i数量 !場所 ! 日 、時 1I物件1数量 |場所 | 日 時 1 1 

i机 120脚 |三浦小学校i午翻誇222品目時30分まで11椅子
188脚 i松原小学校 |午前綜22討時30分まで12裂

!椅子市両I 11 I 石市両日郡中学校 // ~_I 当証
ト←ト一一 i l~1一一一I ~~ I ~ 'IA. I-----------~ 日金

l机 120脚 |鈴田小学校// 椅子150脚 // /1 ~_' _ I はは

両副ー が I1画 面|竹山校 |午臨ZitiZ後O射でiml机 i羽脚 i…校 |昭一月 5日 i | | l lん金← |一一1̂1':J 'J'-:rc<. 午後 2 時から午後 2 時30分まで!I旦I~盟|西大村小学校 11 を額

椅子I80脚 11 11 椅子 37脚 11 1._ 必の
i OIHIfl1 I ，.h e rh__ I I~I "1¥11+11 1=-t..+'+rh__1昭和45年同日 |ず 百

机 I80脚 |玖島中学校 11 机 150脚 |西大村中学校|午前9時から午前9時30分まで|持分

百 75~I "-;/ -_. 11 il~-T I ~O~ IJ H lロ
|竺1 59~ I萱 勝j吋昭和叩月 6日 il机 |盟 |中央立 グ (て以1 1 1午前10時から午前10時30分まで卜 i |昭和45年同日 |く 上

函旦副 //竺|竺旦!三域小学枚 i午前脚O分から午後 O時まで|三左

机 i8脚 !萱瀬中学校 11 椅子;140脚 11 11 いっ

|需語山L午臨ま員約時30分まで14liii東大ウ叫臨22中時3加でJi
くわしいことは市会計課におたずねください.

の十プ施を婦 歓出年 らし 婦い地‘
労六 数 し は 人婦迎事前れて人た区昭
働名三てじ部 人さ業始て 、自し婦和
も に十いめと学れはめきさ身ま人 二
忘達七 ま各提級て地らままのし会十
れし、す種携各い域れしぎ向た第 一
、て参がのし支まのたたま上。 一 年

手 い加 、学 て部す家結。な、地号、
踊ま人そ習 、な・庭 婚 な活発域 と戦
りす員の活健ど で衣か動 展のし後
に。ニグ 動 康、 大裳でがを、て当
ー昼百ルを管農 へのも続めま誕市
汗間六 i実理協 ん貸十けざた生の

いしろ 人 団 各 年 密ま級 レか
まてもへと種団接たはスい
すの ろの の行 とで 地大 解た
・顕の理懇 事 の、域好消後
い文解談へ合町と評のの
をイじを会の同内ので場き
この 深 を 協 敬 会 っ す と わ
めよめ開力老、な。しゃ
てきる催、会消が てか
努伝 な し ほ 、 防 り の さ
力 承 ど て か そ 団 も 民
L者 、、 青の 、特踊 ス
てとも若年他青に 学白ト

._.ー'一._._.一._._._._.一._._-_.-.一'-'-'-'-'一 )一._.一'-'-'-'-'一0_0_.一‘ー

i 

竹 松

婦人会 (6)

会
員
数

支
部
数

会

長

五
百
八
十
三
名

二
十
一

西
山
イ
チ

〈

1〆
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